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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年４月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年７月２７日 ２２時１０分ごろ 

発生場所 愛媛県松山市二神
ふたがみ

島西岸（能埼） 

 根ナシ礁灯標から真方位１３３°１.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°５５.９′ 東経１３２°３０.９′） 

事故の概要  液体化学薬品ばら積船興竜
こうりゅう

丸は、北東進中、乗り揚げた。 

 興竜丸は、バルバスバウの亀裂等を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年７月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

液体化学薬品ばら積船 興竜丸、１９８トン 

 １４１６２０、玄海汽船株式会社 

 ４４.０２６ｍ×８.２００ｍ×３.３００ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、６２５kＷ、平成２３年１２月９日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６５歳 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和６１年１２月１５日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２８年７月１２日 

  免状有効期間満了日 平成３３年１２月１４日 

 死傷者等 なし 

 損傷 バルバスバウ及び船底外板に亀裂等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過  本船は、船長ほか２人が乗り組み、希硫酸約１５０ｔを積載し、福

山港に向けて山口県宇部市宇部港を出港した。 

 船長は、山口県上関
かみのせき

町天田
あ ま た

島東北東方沖で、前直の航海士から船

橋当直を引き継いで単独で操船に当たり、船橋前部中央の舵輪後方に

立ち、手動操舵により東進した。 

 船長は、山口県周防大島
すおうおおしま

町沖家室
おきかむろ

島北東方沖に至り、真方位０４

８°に針路を転じたところ、周囲に他船を見掛けなかったので自動操

舵に切り替え、約１０ノットの対地速力で航行した。 

 船長は、二神島南西方沖約１.６Ｍ付近で、船橋後部にある海図台
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に移動し、海図上に船位を記入した後に海図台の引き出しを開けた

際、海図Ｗ１１３７（福山港）が見えたので福山港の状況が気にな

り、変針予定場所までまだ距離があると思い、後方を向いて同港の水

路調査を行っていたところ、衝撃を感じた。 

 本船は、平成２８年７月２７日２２時１０分ごろ二神島西岸に乗り

揚げた。 

 船長は、乗組員の安全、浸水、油の流出及び積荷の状況を確認した

後、海上保安庁に本事故の発生を通報した。 

 本船は、２８日０４時３５分ごろ自力で離礁し、海上保安庁の指示

で、松山市松山港沖の錨地に向かった。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項  本船の喫水は、船首約２.２ｍ、船尾約３.４ｍであった。 

 船長は、約１８年間の船長職の経験を有し、本事故発生場所付近を

航行した経験も豊富であった。 

 船長は、福山港に入港するのは初めてであった。 

 船長は、海図上に船位を記入したところ、本船が推薦航路線から右

側に約０.２Ｍ外れていることに気付いたが、二神島付近に到達する

まで約１０分間の余裕があるので、水路調査を行ったのち対処しよう

と思った。 

 船長は、視界が良かったので、二神島の島影を見ながら同島との距

離を離して航行しようと思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、二神島南西方沖を北東進中、船長が、船橋後部にある海図

台で後方を向いて福山港の水路調査を行い、見張りを行っていなかっ

たことから、二神島の島影に気付かずに航行し、同島西岸に乗り揚げ

たものと考えられる。 

 船長は、福山港の入港が初めてであったこと、及び周囲に他船を見

掛けなかったことから、船橋後部にある海図台で後方を向いて福山港

の水路調査を行っていたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、二神島南西方沖を北東進中、船長が、船

橋後部にある海図台で後方を向いて福山港の水路調査を行い、見張り

を行っていなかったため、二神島の島影に気付かずに航行し、同島西

岸に乗り揚げたものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直者は、船橋当直に専念すること。 

 ・事前に航行海域の水路調査を行うこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

事故発生場所 

（平成２８年７月２７日 

２２時１０分ごろ発生） 

二神島 

沖家室島 

根ナシ礁灯標 

推薦航路線 本船 

宇部港 

福山港 

松山港 

山口県 

広島県 

松山市 

天田島 
愛媛県 


